第８章　考察
この章では、第３章から第７章までの調査結果について、前回（平成28年度）の調査結果と比較し、障がいのある人を取り巻く今日的な課題について分析しています。
※前回（平成28年度）の調査結果と比較するため、この章では、「無回答」は除いて集計しています。
１．生活の充実に向けて
（１）今後の住まいの希望
今後の住まいの希望について前回の調査結果と比較すると、知的障がいのある人では「グループホーム」、手帳未所持者では「自宅（ひとり暮らし）」が特に上昇しています。
図表８－１　今後の住まいの希望
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（２）今後の自宅での暮らし方
今後の自宅での暮らし方について前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人と指定難病患者では「在宅サービスや通所サービスを利用して暮らしたい」が特に上昇しています。

図表８－２　今後の自宅での暮らし方
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（３）将来の支援のあり方
支援者の高齢化や病気などにより、支援してもらえなくなった際の暮らし方について前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人では「施設に入所したい」、知的障がいのある人では「グループホームで暮らしたい」、指定難病患者では「ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい」、障がいのある児童では「家族の中の他の人に支援されたい」が特に上昇しています。

図表８－３　将来の支援のあり方
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25.0 

14.7 

15.0 

16.9 

20.0 

23.9 

26.9 

6.7 

6.7 

54.7 

49.2 

36.3 

38.9 

23.4 

21.3 

41.5 

37.0 

40.7 

34.4 

46.7 

20.0 

13.0 

17.2 

6.7 

5.0 

28.3 

23.1 

6.9 

4.4 

2.7 

2.2 

13.3 

13.3 

9.7 

11.1 

32.0 

24.0 

23.9 

31.9 

17.7 

20.0 

27.4 

24.7 

13.3 

13.3 

13.0 

17.2 

7.5 

7.2 

9.8 

8.8 

16.9 

18.5 

5.3 

11.8 

20.0 

46.7 

9.7 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今 回（n=  809）

前 回（n=  625）

今 回（n=  184）

前 回（n=  160）

今 回（n=  130）

前 回（n=  135）

今 回（n=  113）

前 回（n=   93）

今 回（n=   15）

前 回（n=   15）

今 回（n=  300）

前 回（n=  297）

家族の中の他の人に支援されたい ヘルパーなどの支援により、自宅で暮らしたい

グループホームで暮らしたい 施設に入所したい

その他

身

体

障

が

い

手

帳

未

所

持

知

的

障

が

い

精

神

障

が

い

指

定

難

病

障

が

い

児


（４）サービス提供等のあり方
サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なことについて前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人では、特に変化はみられません。

図表８－４　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（身体障がい、複数回答）
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知的障がいのある人では、「介護保険のサービスを利用することになっても、同様の支援が受けられる」と「事業所を選択するためのわかりやすい情報提供を行う」が特に上昇しています。

図表８－５　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（知的障がい、複数回答）
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精神に障がいのある人では、「サービス提供事業所を増やす」と「障がいの特性にあったサービスを設ける」、「介護保険のサービスを利用することになっても、同様の支援が受けられる」が特に上昇しています。

図表８－６　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（精神障がい、複数回答）
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指定難病患者では、「サービス提供事業所の従業者の障がいに対する理解を促進する」と「サービスの苦情や改善について対応する場を充実する」が特に上昇しています。

図表８－７　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（指定難病患者、複数回答）
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手帳未所持者では、「サービスの時間や回数（日数）を増やす」と「介護保険のサービスを利用することになっても、同様の支援が受けられる」が特に上昇しています。

図表８－８　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（手帳未所持者、複数回答）
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障がいのある児童では、「サービス提供事業所を増やす」などが特に低下しているものの、特に上昇しているものはありません。

図表８－９　サービスをよりよいものとし、生活を充実させるために必要なこと（障がい児、複数回答）
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（５）成年後見制度の利用意向等
成年後見制度の利用意向等について前回の調査結果と比較すると、知的障がいのある人では、「制度のことがよくわからない」がやや上昇する一方、「今後利用したい」が特に低下しています。また、精神に障がいのある人では、「今後も利用しない」がやや低下しています。

図表８－10　成年後見制度の利用意向等
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○身体に障がいのある人と指定難病患者では、今後は在宅や通所で「サービスを利用」した生活への意向が高まりつつありますが、将来、特に緊急時に身体に障がいのある人では「施設」の利用への意向が高まりつつあることがうかがえます。

○知的障がいのある人では、今後のみならず、将来も含め「グループホーム」での生活への希望が高まりつつあることがうかがえます。
○サービス提供等にあたっては、「グループホーム」の利用の意向が比較的高い知的障がいのある人のほか、精神に障がいのある人では、特に介護保険のサービスでも同様の支援を受けたいという意向が高まりつつあることがうかがえます。

２．就労・就学の環境づくりに向けて
（１）就労形態
就労している人の就労形態について前回の調査結果と比較すると、「正職（社）員」は、指定難病患者で特に上昇する一方、身体に障がいのある人では特に低下しています。また、「就労支援事業所、作業所等を利用」は、精神に障がいのある人で特に低下しています。

図表８－11　就労している人の就労形態
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（２）就労による年間収入
一般就労による年間収入について前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人では、200万円未満が上昇し、200万円以上が低下しています。一方、知的・精神に障がいのある人、指定難病患者では、200万円未満が低下し、200万円以上が上昇しています。
図表８－12　就労による年間収入（一般就労）
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一般就労が困難なので、就労継続支援Ａ型・
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リハビリ訓練の場が増えてほしい

障がいに適した設備をもった住宅が増えてほ

しい .

外出しやすい環境や交通機関の利便を図って
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いつでもなんでも相談できる窓口を用意して
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年金などの経済的な援助を増やしてほしい
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術活動に支援をしてほしい .
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（注）手帳未所持者は、前回該当がなかったため、比較していません。
福祉的就労による年間収入について前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人では、50万円未満が上昇し、50万円以上が低下しています。一方、知的・精神に障がいのある人では、50万円未満が低下し、50万円以上が上昇しています。

図表８－13　就労による年間収入（福祉的就労）
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（注）指定難病患者は、前回該当が１人のみであったため、比較していません。
（３）障がいのある児童の卒業後の進路希望
障がいのある児童の卒業後の進路希望について前回の調査結果と比較すると、「就職（一般就労）したい」は、障がいのある児童全体でやや低下しており、15歳以上では大きく低下しています。一方で、「専門学校、大学等に進学したい」が全体で特に上昇し、15歳以上では大きく上昇しています。なお、就労支援事業所や作業所等の利用においては大きな変化はみられません。
図表８－14　障がいのある児童の卒業後の進路希望
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（４）学校等における就学形態の希望
障がいのある児童の学校等における就学形態の希望について前回の調査結果と比較すると、「障がいのあるなしに関係なく、一緒のクラスで勉強したい」が特に上昇する一方、「特別支援学級で勉強しながら、障がいのない子と勉強する機会をもちたい」が特に低下しています。こうした傾向は５歳以下で顕著にみられます。
図表８－15　学校等における就学形態の希望
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○「正職（社）員」の割合が低下した身体に障がいのある人以外では、就労による年間収入の上昇がうかがえるものの、今後、就労しようとする障がいのある児童の割合は低下あるいは停滞しています。

○学校等においては「インクルーシブ」の意識が高まりつつあることがうかがえます。就労の場におけるこうした意識の醸成が関係する可能性も考えられます。
３．差別・理解への取り組みについて
（１）差別や偏見
差別や偏見を感じた経験について前回の調査結果と比較すると、いずれも「ある」が低下し、「全くない」が上昇しています。

図表８－16　差別や偏見を感じた経験
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（２）理解や配慮

理解や配慮があり、よかったと感じた経験について前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人と指定難病患者、手帳未所持者では、「ある」が上昇し、「全くない」が低下しています。一方、知的・精神障がいのある人、障がいのある児童では、「ある」が低下し、「全くない」が上昇しています。
図表８－17　理解や配慮があり、よかったと感じた経験
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○差別や偏見の解消に向けては進みつつありますが、理解や配慮の促進に向けては障がい等によって状況が異なるため、よりよい啓発等を充実していく必要があると考えられます。

４．障がいのある人が暮らしやすいまちづくりに向けて
（１）生活満足度
生活満足度について前回の調査結果と比較すると、「満足している」と「どちらかといえば満足している」を合わせた《満足》は概ね上昇し、「満足していない」と「どちらかといえば満足していない」を合わせた《不満》はいずれも低下しています。

図表８－18　生活満足度
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（２）暮らしやすさへの取り組み
暮らしやすくするためにしてほしいことについて前回の調査結果と比較すると、身体に障がいのある人では、「外出（買物、通院、諸活動など）の支援をしてほしい」がやや上昇しているほかは、特に上昇しているものはありません。

図表８－19　暮らしやすくするためにしてほしいこと（身体障がい、複数回答）
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知的障がいのある人でも、「外出（買物、通院、諸活動など）の支援をしてほしい」がやや上昇しているほかは、特に上昇しているものはありません。

図表８－20　暮らしやすくするためにしてほしいこと（知的障がい、複数回答）
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精神に障がいのある人では、「年金などの経済的な援助を増やしてほしい」と「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」が特に上昇しています。

図表８－21　暮らしやすくするためにしてほしいこと（精神障がい、複数回答）
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指定難病患者では、「外出（買物、通院、諸活動など）の支援をしてほしい」が特に上昇しています。
図表８－22　暮らしやすくするためにしてほしいこと（指定難病患者、複数回答）

手帳未所持者では、「制度をもっとわかりやすく紹介してほしい」が特に上昇しています。

図表８－23　暮らしやすくするためにしてほしいこと（手帳未所持者、複数回答）

障がいのある児童では、ほとんど上昇はみられません。

図表８－24　暮らしやすくするためにしてほしいこと（障がい児、複数回答）


○生活満足度が高まっているためか、暮らしやすさへの明確なニーズが捉えにくい状況にありますが、外出（買物、通院、諸活動など）支援や制度のわかりやすい紹介などについて求められていることがうかがえます。
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